
 

 

 

 

■概 要 

 解体コンクリート廃材のリサイクル方法はほとんどが道路用路盤材であり、一部がコンクリート用の再生骨

材に再利用されていますが、流通やコスト等の課題から本格的には利用されていません。そのため、限りある

資源と近年の環境問題を背景として、より効率的な利用が望まれています。 

「リ・バースコンクリート（Re-birth Concrete）」は解体コンクリートを発生した現場（オンサイト）で破砕機により

破砕後、その破砕物全量（クローズド）を骨材とし、セメント・水・化学混和剤と練り混ぜて製造する現場再生コ

ンクリートです。その特徴は、十分なワーカビリティーと強度を確保し、解体コンクリートを現場内でその全量を

使用できることです。これにより、新たに天然骨材を使用しない、現場外に廃棄処分するコンクリートがない、

重量物を長距離運搬する必要がないなど、環境保全が推進できます。 

なお、この技術はグリーン購入法特定調達品目に該当する工法です。 
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■用 途 

 ＪＩＳ規格外のコンクリートとして以下の用途に適用できます。 

・各種仮設構造物（仮設備基礎、工事中の法面保護、重力式擁壁など） 

・裏込めコンクリート、均しコンクリート、土間コンクリート、消波ブロック 

 

■特 長 

1.解体コンクリート破砕物を無処理（無分級、無洗浄）で骨材として 100%使用します。 

2.同一破砕機の同一調整幅で破砕した解体コンクリート破砕粒度は一定の分布を示します。 

リ・バースコンクリート 
（解体コンクリートを全量使用した現場再生コンクリート） 

図－１ 製造方法のイメージ 
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図－２ 圧縮強度試験結果例 
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写真－１ スランプ試験状況 



 

 
3.解体コンクリートを塊でストックし、練混ぜる直前に１バッチ毎を破砕することで、破砕物の水分変動を小さ

く、破砕物の粒度も安定化することができます。 

4.比重は 2.1、スランプは 5～15cm、圧縮強度は 25～40N/mm2 であり、「呼び強度 24N」の JIS コンクリー

トと同等の性能を得ることができます。 

5.解体コンクリートの処分費が発生しないため、購入コンクリートと処分費の合計に比べて製造コストは最大

で 30%安くできます。 

 
■製造装置 

専用製造装置として移動及び設置・撤去が簡便な「リ・バース号」を保有しています。同製造装置は、トラッ

ク１台で現場間を移動できますので、適用する現場でリ・バースコンクリートを製造することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実 績 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■関連資料 

建設マネジメント技術４月号,2001.4、コンクリート工学,2001.6、コンクリート工学,2008.5 

 

*本技術の開発にあたり、下記の支援および補助を得ました。 

（社）近畿建設協会「平成 11 年度技術開発支援制度」 

（財）ｸﾘｰﾝ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｾﾝﾀｰ「平成 12 年度廃棄物等用途開発･拡大実施事業」 

実績 24 件 合計 11,180m3

写真－２ 階段ブロック 写真－３ 舗装コンクリート 写真－４ 根固めブロック 

図－３ 専用製造装置「リ・バース号」 

稼　働　時　寸　法 　長さ 8.5m、幅3.0m、高さ4.2m
運　搬　時　寸　法 　長さ 8.5m、幅3.0m、高さ4.2m

総　　重　　量 　12.5t
総　　動　　力 　40kW
製　造　能　力 　骨材40mm以下に破砕の場合、4.0m

3
/h（平均値）

破　　砕　　機 　ジョークラッシャー処理能力　10 t/h（骨材サイズ40mm）
計量ホッパー 　容量 1.0m

3
、自動計量１カ所

ミ　キ　サ　ー 　パン型強制ミキサー、容量 0.4m
3ミキサー 計量ホッパー クラッシャー 

 

運搬時 

リ・バースコンクリート（解体コンクリートを全量使用した現場再生コンクリート） 

                お問い合わせ先(土木本部)      〒545-8555 大阪市阿倍野区松崎町 2-2-2

                http://www.okumuragumi.co.jp    TEL. 06-6625-3893  FAX.06-6625-3901  

No 発注者 工事名称 用途 施工数量 施工期間

1 ㈱オーシーシー コイルセンター建設土木工事 倉庫土間コンクリート 760m3 H12.6～H12.8

2 中部地方整備局木曽川上流工事事務所 平成13年度長良川根固めブロック製作運搬工事 消波根固めブロック 800m3 H14.2～H14.3

3 中部地方整備局沼津河川国道事務所 狩野川小坂樋管外１箇所護岸修繕工事 根固めブロック 440m3 H16.11～H17.1

4 阪神水道企業団 甲山調整池築造工事 配水池均しコンクリート 950m3 H16.12～H17.2

5 北海道開発局釧路開発建設部標茶河川事業所 五十石樋門撤去外工事 根固めブロック 290m3 H16.2～H16.3

6 北海道開発局　旭川開発建設部忠別ダム建設工事所 忠別ダム建設事業の内　根固ブロック製作工事 根固めブロック 2,380m3 H17.8～H18.1

7 滋賀県高島県土木事務所 平成21年度第8-107号　国道367号道路補修工事 多目的ブロック 290m3 H21.12～H22.2

8 北海道開発局札幌開発建設部札幌河川事務所 石狩川改修工事の内 雁来築堤外 工事 根固めブロック 1,000m3 H.23.4～H.23.8






